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横根高原（上粕尾）横根高原（上粕尾）

市政を問う
議会からあなたへ

12月

6月
9月 3月今

回

の
定例会の内容

は

鹿沼市一般会計予算ほか
　　　42議案を可決しました!!



（２）２０１６　１９１号

市
政
を

問
う

第1回定例会で17人が登壇
鹿沼市政について質問をしました。

3/8～11
一問一答方式一問一答方式一問一答方式

12

6

39質問時間質問時間
6060分
質問時間
60分

質　
　

問

　

土
木
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
、

進
捗
状
況
を
伺
う
。

　

か
所
の
災
害
復
旧
作
業
を

１６４実
施
し
ま
し
た
。

　

国
の
補
助
事
業
と
し
て
申
請
し
た

災
害
箇
所
は
、
笹
原
田
地
内
の
市
道

　

号
線
な
ど
道
路
災
害
が
５
か
所
、

０００９楡
木
地
内
の
金
比
羅
橋
な
ど
橋
梁
災

害
が
５
か
所
、
下
武
子
町
地
内
の
準

用
河
川
西
武
子
川
な
ど
河
川
災
害
が

　

か
所
、
黒
川
緑
地
な
ど
都
市
災
害

１４が
３
か
所
の
合
計　

か
所
で
す
。
進

２７

捗
状
況
は
、
準
用
河
川
西
武
子
川
な

ど　

か
所
の
契
約
が
済
み
、
３
月
に

１５
は
黒
川
緑
地
な
ど
８
か
所
の
工
事
発

注
を
予
定
し
て
お
り
、
平
成　

年
度

２７

中
に　

か
所
が
契
約
と
な
る
見
込
み

２３

で
す
。
ま
た
、
栃
木
県
治
山
事
業
の

完
了
後
に
工
事
を
実
施
す
る
市
道　
０００９

号
線
を
含
む
４
か
所
は
、
平
成　

年
２８

度
に
工
事
を
発
注
す
る
予
定
で
す
。

　

そ
れ
以
外
に
も
崩
落
し
た
路
肩
や

法
面
の
復
旧
、
河
川
の
埋
塞
土
砂
の

撤
去
、
被
災
者
支
援
と
し
て
取
り
組

ん
だ
宅
地
内
土
砂
の
搬
出
な
ど
、
２

月
末
時
点
で　

か
所
の
災
害
復
旧
作

１６４

業
を
実
施
し
、
さ
ら
に
、
職
員
が
主

と
な
り
、
被
災
直
後
か
ら
危
険
個
所

に
お
け
る
安
全
対
策
や
通
行
止
め
の

措
置
、
土
嚢
の
配
布
な
ど
災
害
復
旧

に
向
け
た
対
応
を
実
施
し
ま
し
た
。

小小小小小小小小小小小 島　実 議員

関
東
・
東
北
豪
雨
災

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害害

復
旧
状
況
に
つ
い
て
伺

復
旧
状
況
に
つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

会議の記録は議会ホームページの会議録システムから検索・閲覧できます。

答　
　

弁
（
都
市
建
設
部
長
）



（３） ２０１６　１９１号

質　
　

問

　

学
校
物
品
有
効
活
用
シ
ス
テ
ム
の

導
入
、
子
ど
も
の
貧
困
と
制
服
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

全
て
の
家
庭
で
利
用
で
き
る

よ
う
、
早
急
に
検
討
し
ま
す
。

　

鹿
沼
市
で
は
、
市
独
自
で
開
発
し

た
「
鹿
沼
市
学
校
備
品
管
理
シ
ス
テ

ム
」
で
学
校
備
品
を
管
理
し
て
お
り
、

不
要
、
も
し
く
は
貸
出
可
能
な
物
品

は
、「
物
品
過
不
足
連
絡
フ
ァ
イ
ル
」

で
情
報
の
共
有
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
新
し
い

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
積
極
的
な
活
用
が
図
ら

れ
る
よ
う
各
学
校
に
周
知
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

制
服
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
、

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
保
護
者
や
生

徒
間
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の

配
慮
が
求
め
ら
れ
る
ほ
か
、
保
管
場

所
や
管
理
担
当
者
な
ど
、
様
々
な
問

題
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
購
入
が
困
難
な
生
徒

の
家
庭
の
み
な
ら
ず
、
子
ど
も
の
成

長
に
伴
い
服
の
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
く

な
っ
た
生
徒
の
家
庭
で
も
需
要
が
あ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
全
て
の
家
庭
が
利
用
で

き
る
よ
う
、
鹿
沼
市
内
の
リ
サ
イ
ク

ル
団
体
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
制
服

の
リ
ユ
ー
ス
に
つ
い
て
も
早
急
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

石石石石石石石石石石石 川さやか 議員

エ
コ
ラ
イ
フ
の
推
進
に

つ
い
て
伺
う

阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿 部　秀実 議員

鹿
沼
運
動
公
園

鹿
沼
運
動
公
園
のの

整
備
に
つ
い
て
伺

整
備
に
つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

質　
　

問

　

陸
上
競
技
場
の
ト
ラ
ッ
ク
及
び
周

辺
設
備
の
整
備
に
つい
て
伺
う
。

現
在
、
ト
ラ
ッ
ク
の
整
備
工

事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
沼
運
動
公
園
は
総
合
的
な
運
動

施
設
と
し
て
昭
和　

年
か
ら
昭
和　

５１

５７

年
に
か
け
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
陸

上
競
技
場
は
、
土
質
７
レ
ー
ン
ト

ラ
ッ
ク
で
公
認
規
定
で
は
第
４
種
の

競
技
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
公

認
を
継
続
さ
せ
る
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク

の
整
備
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

栃
木
県
内
で
は
、
８
市
が
全
天
候
型

の
公
認
陸
上
競
技
場
を
備
え
て
お
り
、

今
後
、
関
係
団
体
等
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
全
天
候
型
ト
ラ
ッ
ク
の
整

備
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
老
朽
化

が
著
し
い
た
め
、
平
成　

年
度
に
改

２８

修
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
市
民
が

利
用
し
や
す
く
、
親
し
ま
れ
る
施
設

に
な
る
よ
う
遊
具
の
修
繕
や
ト
イ
レ

の
洋
式
化
に
も
取
り
組
み
、
既
に
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
と
野
球
場
で
は
洋
式
ト

イ
レ
の
整
備
を
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
市
民
が
安
心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化

を
含
め
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質　
　

問

答　
　

弁
（
教
育
長
）

答　
　

弁
（
教
育
次
長
）



（４）２０１６　１９１号

質　
　

問

　
「
山
の
日
」制
定
に
つ
い
て
記
念
事

業
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

「
山
の
資
源
に
恵
ま
れ
た
鹿

沼
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
業

等
を
検
討
し
ま
す
。

　
「
山
に
親
し
む
機
会
を
得
て
、
山

の
恩
恵
に
感
謝
す
る
」
と
い
う
こ
と

を
趣
旨
と
し
て
、
８
月　

日
が
山
の

１１

日
に
な
り
ま
し
た
。

　

鹿
沼
市
は　

％
が
森
林
地
域
で
あ

７０

り
、
石
裂
山
を
は
じ
め
、
西
北
部
の

山
々
、
あ
る
い
は
近
郊
に
あ
る
岩
山

な
ど
多
く
の
登
山
客
が
訪
れ
る
魅
力

あ
る
山
や
高
原
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。「
古
峰
ヶ
原
高
原
ト
レ
イ
ル
ラ

ン
」
あ
る
い
は
「
横
根
高
原
の
自
然

観
察
会
」
な
ど
、
市
民
グ
ル
ー
プ
が

主
体
と
な
っ
て
山
に
親
し
む
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
そ
の
山
を
源
泉
と
し

た
幾
筋
も
の
清
流
が
流
れ
、
そ
れ
が

田
畑
を
潤
し
、
市
民
生
活
を
潤
し
て

い
ま
す
。
そ
の
計
り
知
れ
な
い
恩
恵

を
山
や
森
林
か
ら
受
け
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
再
認
識
し
、
鹿
沼
産
材
の

活
用
や
山
村
地
域
の
活
性
化
な
ど
も

含
め
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
連
携

し
、
既
存
の
イ
ベ
ン
ト
を
活
か
し
な

が
ら
、
木
の
ま
ち
鹿
沼
と
あ
わ
せ
て

「
山
の
資
源
に
恵
ま
れ
た
鹿
沼
」
で

あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
業
な

ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

船船船船船船船船船船船 生　哲夫 議員

「
木
の
ま
ち
鹿
沼
」
森
林
認

「
木
の
ま
ち
鹿
沼
」
森
林
認
証証

取
得
に
つ
い
て
伺

取
得
に
つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

　

市
の
支
援
策
・
立
地
に
よ
る
効
果

に
つ
い
て
伺
う
。

定
住
促
進
や
中
小
企
業
へ
の

取
引
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

鹿
沼
市
に
お
け
る
企
業
誘
致
の
支

援
策
は
、「
企
業
立
地
促
進
事
業
補

助
金
」
で
用
地
取
得
費
の　

分
の
１

１０

の
補
助
や
、
工
場
操
業
後
５
年
間
の

固
定
資
産
税
相
当
額
の
補
助
に
よ
り
、

新
規
操
業
時
の
支
援
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
市
内
在
住
者
を
雇
用

す
る
場
合
、
１
人
あ
た
り　

万
円
を

１０

補
助
す
る
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
、
雇
用

確
保
に
対
す
る
支
援
も
用
意
し
て
い

ま
す
。

　

立
地
に
よ
る
波
及
効
果
に
つ
い
て

は
、
鹿
沼
市
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン

パ
ニ
ー
で
あ
り
、
世
界
の
ナ
カ
ニ
シ

が
宇
都
宮
西
中
核
工
業
団
地
へ
新
工

場
を
立
地
、
操
業
す
る
こ
と
に
よ
り
、

更
な
る
成
長
、
発
展
が
期
待
さ
れ
る

な
か
、
地
域
へ
の
波
及
効
果
と
し
て
、

新
工
場
へ
の
雇
用
の
増
加
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
鹿
沼
市
へ
の

新
た
な
定
住
促
進
や
市
内
中
小
企
業

へ
の
取
引
拡
大
及
び
発
注
の
増
加
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

更
に
は
、
こ
れ
ら
の
要
因
に
よ
り
、

鹿
沼
市
の
税
収
増
が
期
待
さ
れ
る
な

ど
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
は
非

常
に
大
き
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴 木　敏雄 議員
　

ナ
カ
ニ
シ
の
宇
都
宮
西
中
核

（株）工
業
団
地
へ
の
進
出
に
つ
い
て

伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
市　

長
）

答　
　

弁
（
総
務
部
長
）



（５） ２０１６　１９１号

質　
　

問

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
に

関
す
る
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

那
須
烏
山
市
と
連
携
し
、
５

つ
の
事
業
を
実
施
予
定
で
す
。

　
「
下
野
の
国
二
大
祭
り
×
２
市
＝

ま
ち
の
賑
わ
い 
∞ 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

む
げ
ん
だ
い

は
、
鹿
沼
今
宮
神
社
祭
の
屋
台
行
事

と
那
須
烏
山
市
の
烏
山
の
山
あ
げ
行

事
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

両
市
の
地
域
連
携
を
ポ
イ
ン
ト
に
し
、

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
活
用
し

て
い
き
ま
す
。
事
業
の
主
な
内
容
は
、

首
都
圏
で
「
出
前
供
ま
つ
り
僑
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
」
等
の
宣
伝
事
業
の
実

施
、
鹿
沼
組
子
や
烏
山
和
紙
な
ど
、

両
市
の
特
産
品
を
活
用
し
た
コ
ラ
ボ

商
品
を
開
発
し
、
統
一
ロ
ゴ
マ
ー
ク

に
よ
る
商
品
の
販
売
、
外
国
人
向
け

ト
ラ
ベ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ

や
新
た
な
外
国
語
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

製
作
、
旅
行
会
社
や
鉄
道
会
社
等
と

の
連
携
に
よ
る
ツ
ア
ー
の
実
施
、
市

外
の
若
者
に
祭
り
を
体
験
し
て
も
ら

う
等
の
研
修
生
の
受
入
な
ど
で
す
。

ま
た
、
登
録
後
に
は
那
須
烏
山
市
と

共
同
で
記
念
事
業
を
実
施
予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
業
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
で
、
交
流
人
口
の
増
加
や
人

口
減
少
の
抑
制
効
果
を
目
指
す
と
と

も
に
、
祭
り
の
後
継
者
問
題
を
解
決

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

加加加加加加加加加加加 藤美智子 議員

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
事

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
事
業業

に
つ
い
て
伺

に
つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

　

耐
震
補
強
に
よ
り
社
会
環
境
の
変

化
を
見
極
め
て
、
基
本
計
画
の
見
直

し
を
検
討
す
る
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

基
本
計
画
の
変
更
は
、
現
在

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

新
庁
舎
整
備
事
業
は
、
平
成　

年
２４

　

月
か
ら
着
手
を
し
、
市
民
を
委
員

１０と
し
た
「
鹿
沼
市
庁
舎
整
備
検
討
委

員
会
」
の
答
申
や
市
議
会
庁
舎
整
備

検
討
委
員
会
な
ど
の
意
見
を
反
映
し

て
、
平
成　

年
８
月
に
「
鹿
沼
市
新

２６

庁
舎
整
備
基
本
構
想
」
を
策
定
し
、

そ
の
後
、
平
成　

年
５
月
に
「
鹿
沼

２７

市
新
庁
舎
整
備
基
本
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
財
政
上
の
リ
ス
ク
を
最

大
限
考
慮
し
、
建
設
工
事
費
の
高
騰

が
沈
静
化
す
る
ま
で
、
事
業
を
延
期

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
庁
舎
に
お
け
る
耐
震
補
強
に
つ

い
て
は
、
老
朽
化
し
た
現
庁
舎
を
耐

震
補
強
し
て
も
、
建
物
耐
用
年
数
の

延
長
に
は
な
ら
ず
、
近
い
将
来
建
て

替
え
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
耐
震
補

強
を
行
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
基
本

計
画
の
変
更
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
社
会
情
勢
の
変
化
を
十

分
に
考
慮
し
な
が
ら
柔
軟
に
床
面
積

を
見
直
す
と
と
も
に
、
総
事
業
費
の

削
減
に
努
め
、
鹿
沼
産
材
を
可
能
な

限
り
使
用
し
た
木
造
木
質
化
を
図
っ

て
い
く
考
え
で
す
。

市市市市市市市市市市市 田　　登 議員

市
庁
舎
建
設
問
題
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
市　

長
）

答　
　

弁
（
市　

長
）



（６）２０１６　１９１号

質　
　

問

　
「
防
犯
対
策
」
に
つ
い
て
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

市
内
４
か
所
に
新
た
な
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
、

市
で
は
平
成　

年
２
月
以
降
、
公
共

２５

空
間
に
お
け
る
犯
罪
抑
止
を
目
的
に
、

多
数
の
市
民
等
が
集
ま
り
、
ま
た
は

出
入
り
す
る
市
の
施
設
で
あ
る
新
鹿

沼
駅
東
西
連
絡
自
由
通
路
及
び
そ
の

連
絡
口
周
辺
と
新
鹿
沼
駅
西
口
自
転

車
駐
車
場
、
鹿
沼
駅
前
自
転
車
駐
車

場
と
鹿
沼
駅
駅
前
広
場
等
の
２
つ
の

区
域
に
防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
を
整

備
し
、
各
シ
ス
テ
ム
６
台
、
計　

台
１２

の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ

２８

て
き
た
２
つ
の
地
区
へ
の
防
犯
カ
メ

ラ
シ
ス
テ
ム
設
置
が
犯
罪
抑
止
効
果

が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
警
察
と
連

携
し
た
防
犯
活
動
に
有
効
で
あ
る
た

め
、
市
内
４
か
所
に
新
た
な
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
、
犯
罪
抑
止
対
策
を

推
進
す
る
考
え
で
す
。

　

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
鹿
沼
警

察
署
や
自
治
会
等
の
要
望
を
伺
い
な

が
ら
、
市
民
生
活
の
不
安
を
払
し
ょ

く
で
き
、
か
つ
、
犯
罪
抑
止
に
効
果

的
な
場
所
の
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

大大大大大大大大大大大 島　久幸 議員

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

か
ぬ
ま
ブ
ラ
ン
ド
品
に
つ
い
て
伺

う
。

現
在
、　

品
目
を
設
定
し
て

３６

い
ま
す
。

　

か
ぬ
ま
ブ
ラ
ン
ド
と
は
、
市
内
の

事
業
者
が
地
場
産
物
を
原
料
と
し
て

優
れ
た
技
術
・
技
能
等
で
生
産
・
製

造
し
た
商
品
を
認
定
し
、
本
市
の
知

名
度
や
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
、
地

域
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
現
在　

品
目
を
設
定
し
て
い

３６

ま
す
。

　

ま
ず
、
全
国
や
世
界
に
向
け
市
の

知
名
度
や
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
が
図
れ
、

流
通
体
制
や
積
極
的
な
発
信
力
が
備

わ
っ
た
商
品
な
ど
を「供
厳
選
！
鹿
沼

ブ
ラ
ン
ド
品
僑」と
し
て　

品
目
認
定
、

１４

ま
た
市
民
に
愛
さ
れ
、
土
産
や
贈
り

物
な
ど
に
も
活
用
さ
れ
、
か
つ
鹿
沼

市
へ
の
誘
客
が
可
能
で
あ
り
、
販
売

手
段
が
整
っ
て
い
る
商
品
等
を「供
厳

選
！
鹿
沼
の
逸
品
僑」と
し
て　

品
目

２２

を
認
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
７
月
よ
り
、
ふ
る
さ
と

２６

納
税
の
返
礼
品
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
認

定
品
の
提
供
を
開
始
し
た
こ
と
で
、

全
国
へ
の
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
品
の
発

信
が
図
れ
、
年
間
で
約　

万
円
と
市

２９０

内
事
業
者
の
売
り
上
げ
に
も
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
売
り
上
げ
の

増
加
や
知
名
度
の
向
上
を
図
る
た
め
、

Ｐ
Ｒ
戦
略
の
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

関関関関関関関関関関関 口　正一 議員

か
ぬ
ま
ブ
ラ
ン
ド
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
経
済
部
長
）

答　
　

弁
（
市
民
部
長
）



（７） ２０１６　１９１号

質　
　

問

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
活
か
し
た
地
域

活
性
化
と
観
光
戦
略
に
つ
い
て
伺
う
。

①　

鹿
沼
さ
つ
き
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

拡
大
と
国
際
化
に
つ
い
て

②　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
栃
木
国

体
に
向
け
た
鹿
沼
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
リ
ピ
ー

タ
ー
を
増
や
す
等
、
観
光
誘

客
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

①
本
大
会
は
、
市
街
地
を
往
復
す

る
コ
ー
ス
や
、
近
年
参
加
者
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
警
察
と
の
協
議
に
よ
り

参
加
者
数
の
制
限
を
し
て
い
る
状
況

の
た
め
、
拡
大
は
現
状
で
は
難
し
い

と
考
え
ま
す
。
国
際
化
も
公
認
の
取

得
は
困
難
で
す
が
、
海
外
の
友
好
都

市
と
の
連
携
を
図
り
、
国
外
の
参
加

者
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

②
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
に
向

け
、
栃
木
県
が
作
成
し
た
事
前
キ
ャ

ン
プ
地
ガ
イ
ド
に
鹿
沼
総
合
体
育
館

を
候
補
施
設
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。
栃
木
国
体
で
は
、
本
市
で
卓
球

と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
開
催
が
内
定
し

て
い
ま
す
。

　

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や

す
な
ど
、
観
光
誘
客
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

島島島島島島島島島島島 田　一衛 議員

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

市
長
提
案
の
鹿
沼
市
議
会
に
お
け

る
反
問
権
・
反
論
権
に
つ
い
て
伺
う
。

質
問
の
論
点
が
明
確
に
な

り
、
わ
か
り
や
す
く
な
る
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

提
案
し
た
反
問
権
と
反
論
権
の
内

容
で
す
が
、
反
問
権
と
は
、
議
会
で

質
問
し
た
議
員
に
対
し
、
質
問
の
趣

旨
や
根
拠
、
考
え
方
な
ど
を
問
い
返

す
権
利
で
、
反
論
権
は
相
手
の
意
見

に
対
し
て
反
論
す
る
権
利
で
す
。

　

提
案
し
た
意
図
と
考
え
は
、
質
問

の
論
点
が
明
確
に
な
り
、
議
場
で
傍

聴
あ
る
い
は
鹿
沼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

な
ど
で
見
て
い
る
市
民
の
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
な
る
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
方
的

な
提
案
や
批
判
で
は
な
く
、
双
方
向

に
す
る
こ
と
で
、
よ
り
活
発
で
建
設

的
な
議
論
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、

よ
り
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

鹿
沼
市
議
会
基
本
条
例
第
７
条
第

２
項
で
認
め
ら
れ
て
い
る
権
利
は
、

議
員
の
質
問
に
対
す
る
趣
旨
の
確
認

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

議
論
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
も
、

根
拠
や
考
え
方
な
ど
を
問
い
返
す
反

問
権
、
あ
る
い
は
反
論
権
の
付
与
に

つ
い
て
、
条
例
改
正
も
含
め
て
、
議

会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
で
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕 原　一男 議員

反
問
権
・
反
論
権
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
市　

長
）

答　
　

弁
（
教
育
次
長
）



（８）２０１６　１９１号

質　
　

問

　

災
害
時
の
対
応
で
改
善
す
べ
き
点
、

災
害
防
災
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
伺
う
。

幸
町
の
公
園
整
備
と
あ
わ

せ
て
検
討
し
ま
す
。

　

災
害
時
の
対
応
で
改
善
す
べ
き
点

に
つ
い
て
は
、
鹿
沼
市
防
災
会
議
で

「
地
域
防
災
計
画
」
の
修
正
を
行
い
、

避
難
所
の
開
設
が
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ

に
行
え
る
よ
う
避
難
所
直
行
職
員
の

見
直
し
、
自
治
会
等
が
指
定
す
る
一

時
避
難
所
の
増
設
、
要
望
の
あ
っ
た

ペ
ッ
ト
の
同
伴
を
認
め
る
指
針
な
ど
、

改
定
を
行
い
ま
し
た
。
次
に
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
等
、
要
配
慮
者
へ
の

対
策
は
、「
鹿
沼
市
避
難
行
動
要
支

援
者
支
援
計
画
」
に
基
づ
き
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
等
が
安
心
し
て
避
難
で
き
る
よ

う
、
民
間
福
祉
施
設
や
医
療
機
関
な

ど
と
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

栃
木
県
上
都
賀
農
業
振
興
事
務
所

の
災
害
防
災
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
再

利
用
に
つ
い
て
、
同
様
の
要
請
は
、

既
に
地
元
自
治
会
の
み
な
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
未
定
で
す
が
、
平
成

　

年
度
末
の
栃
木
県
上
都
賀
合
同
庁

２９舎
の
完
成
を
に
ら
み
つ
つ
、
栃
木
県

の
動
向
も
考
慮
し
な
が
ら
、
そ
の
有

効
策
に
つ
い
て
、
幸
町
の
公
園
整
備

と
あ
わ
せ
て
検
討
し
ま
す
。

鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴 木　　毅 議員

災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

鹿
沼
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
早
期
実
現

を
目
指
し
、
計
画
を
着
実
に

推
進
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
実
施
状
況
は
、
一

２７

つ
目
の
「
質
の
高
い
幼
児
期
の
学
校

教
育
・
保
育
の
総
合
的
な
提
供
」
で

は
、
仁
神
堂
幼
稚
園
が
認
定
こ
ど
も

園
へ
移
行
し
、
二
つ
目
の
「
保
育
の

量
的
拡
大
・
確
保
」
で
は
、
家
庭
保

育
事
業
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
民

間
保
育
園
等
に
お
い
て
も　

人
分
の

２０４

定
員
を
拡
大
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三

つ
目
の
「
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て

の
支
援
の
充
実
」
で
は
、
西
大
芦
小

学
校
内
で
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

課
題
と
し
て
は
、
引
き
続
き
保
育

の
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
量
の
確
保
と
質

の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
新
た
な
事
業
と

２８

し
て
、
生
活
保
護
世
帯
等
を
対
象
に
、

実
費
徴
収
に
係
る
補
足
給
付
を
行
う

事
業
、
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
と

し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
利
用
支
援
事
業
の
開
始
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
保
育
園
待
機
児
童
ゼ
ロ
の

早
期
実
現
を
目
指
し
、
計
画
を
着
実

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒 井　正行 議員

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
市
長
、
総
務
部
長
）

鹿沼市の待機児童数

１０月１日現在４月１日現在実施日
年度

５３人０人平成２７年度

０人平成２８年度

※平成２８年度については、見込みの人数です。

答　
　

弁
（
保
健
福
祉
部
長
）



（９） ２０１６　１９１号

質　
　

問

　

下
石
川
地
区
の
整
備
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

平
成　

年
度
に
は
、
概
ね
布

２９

設
を
完
了
で
き
る
よ
う
整

備
を
進
め
ま
す
。

　

下
石
川
地
区
の
配
水
管
布
設
要
望

戸
数
は　

戸
で
、
整
備
予
定
延
長
は

４４

　

ｍ
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
、　

ｍ
の

４,７２０

１,５２３

整
備
が
完
了
し
、
進
捗
率
は　

％
と

３２

な
っ
て
い
ま
す
。
配
水
管
の
布
設
位

置
や
整
備
の
優
先
度
な
ど
に
つ
い
て

は
、
自
治
会
と
の
協
議
に
よ
り
計
画

を
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
末
ま
で
に
全
体
の　

２８

５１

％
に
あ
た
る　

ｍ
の
布
設
を
完
了
さ

２,４００

せ
る
予
定
で
、
こ
の
時
点
で　

戸
が

２３

給
水
可
能
と
な
り
ま
す
。
平
成　

年
２９

度
に
は
、
概
ね
布
設
を
完
了
で
き
る

よ
う
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
評
価
と
課
題
で
す
が
、
地

下
水
が
環
境
基
準
を
超
え
る
な
ど
緊

急
性
の
高
い
布
設
要
望
に
は
対
応
で

き
た
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
引
き
続

き
自
治
会
と
協
議
を
し
な
が
ら
完
了

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
課
題
と
し
て
は
、
下
石
川
地

区
が
配
水
管
の
末
端
に
位
置
す
る
こ

と
か
ら
、
水
が
長
時
間
滞
留
し
て
し

ま
う
と
水
質
に
悪
影
響
が
生
じ
ま
す
。

水
質
維
持
の
た
め
に
も
、
早
い
時
期

に
水
道
に
加
入
し
利
用
し
て
ほ
し
い

と
考
え
ま
す
。

谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷 中　恵子 議員

水
道
事
業
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　
「
い
ち
ご
」を
活
用
し
た
イ
メ
ー
ジ

戦
略
に
つ
い
て
伺
う
。

「
い
ち
ご
市
」
の
イ
メ
ー
ジ

確
立
と
魅
力
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
、
市
の
統
一
し
た
イ

２７

メ
ー
ジ
を
確
立
し
な
が
ら
、
本
市
の

様
々
な
魅
力
を
全
国
世
界
に
発
信
し
、

選
ば
れ
る
自
治
体
を
目
指
す
た
め
、

営
業
戦
略
の
指
針
と
な
る
「
鹿
沼
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
柱
の
一
つ
に
イ
メ
ー

ジ
戦
略
が
あ
り
、
多
く
の
市
民
が
本

市
の
イ
メ
ー
ジ
に
相
応
し
い
と
感
じ

て
い
る
「
い
ち
ご
」
を
市
の
シ
ン
ボ

ル
イ
メ
ー
ジ
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
今
後
は
、「
い
ち
ご
市
」
を
宣
言

す
る
こ
と
を
目
指
し
な
が
ら
、
定
着

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、「
い
ち
ご
」
を
市
の
果
実
に

制
定
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
イ
メ
ー

ジ
コ
ピ
ー
や
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
、
ロ

ゴ
マ
ー
ク
の
策
定
、「
い
ち
ご
の
日
」

の
設
定
な
ど
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、「
い
ち
ご
」
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
あ
る
「
ベ
リ
ー
ち
ゃ
ん
」

を
活
用
し
、「
い
ち
ご
市
」
の
イ
メ
ー

ジ
確
立
と
魅
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

大大大大大大大大大大大 貫　　毅 議員

「
い
ち
ご
」
を
活
用
し
た

イ
メ
ー
ジ
戦
略
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
市　

長
）

答　
　

弁
（
水
道
部
長
）
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質　
　

問

　

市
長
の
政
治
家
と
し
て
の
こ
れ
ま

で
の
政
治
的
言
動
、
実
績
や
政
党
と

の
か
か
わ
り
を
検
証
し
な
が
ら
、
市

長
の
市
政
運
営
に
対
し
て
の
考
え
と

市
長
選
に
臨
ん
で
の
進
退
を
伺
う
。

市
政
に
関
す
る
世
論
調
査
の

結
果
を
肝
に
銘
じ
、
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

今
の
財
政
に
危
機
感
を
も
っ
て
い

る
方
は
、
た
く
さ
ん
お
り
、
集
団
的

自
衛
権
や
解
釈
改
憲
に
つ
い
て
は
、

や
っ
ぱ
り
お
か
し
い
も
の
は
お
か
し

い
と
考
え
る
方
は
自
由
民
主
党
支
持

者
の
中
で
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
方
的

に
全
て
を
決
め
つ
け
、
そ
れ
を
非
難

す
る
、
し
か
も
鉄
鎚
を
加
え
る
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
を
平
然
と
言
う
神
経

が
私
に
は
ち
ょ
っ
と
理
解
で
き
ま
せ

ん
。

　
「
市
政
に
関
す
る
世
論
調
査
」の
な

か
で
青
少
年
の
健
全
育
成
と
い
う
項

目
が
あ
り
ま
す
。「
他
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
」「
礼
儀
作
法
を
身
に
つ
け

る
」「
思
い
や
り
の
心
」「
異
な
る
意

見
を
尊
重
す
る
」
な
ど
を
多
く
の
方

が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
子
供
た

ち
の
手
本
で
あ
る
べ
き
佐
藤
議
員
で

す
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
十
分

心
し
て
、
し
っ
か
り
生
き
て
い
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐 藤　　誠 議員

市
長
の
進
退
と
市
政
運
営
の

結
果
と
考
え
を
伺
う

質　
　

問

　

消
防
団
員
の
活
動
に
対
す
る
勤
務

先
の
事
業
場
、
同
僚
の
理
解
と
協
力

体
制
を
推
進
す
る
た
め
施
策
を
講
じ

る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

平
成　

年
度
に
、
消
防
団
協

１９

力
事
業
所
表
示
制
度
を
導
入

し
ま
し
た
。

　

事
業
所
の
消
防
団
活
動
に
対
す
る

理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成　

年
度
に
消
防
団
協
力
事
業
所

１９

表
示
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
本
制

度
は
消
防
団
活
動
を
通
じ
、
地
域
へ

の
社
会
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
事
業

所
を
市
が
認
定
す
る
も
の
で
、
認
定

を
受
け
た
事
業
所
の
社
会
的
な
評
価

と
信
頼
が
向
上
す
る
も
の
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
団
員
が
出
動
す
る
際
に

は
、
求
め
に
応
じ
て
事
業
所
に
対
し

協
力
依
頼
書
や
出
動
証
明
書
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

　

国
は
被
用
者
の
入
団
促
進
と
し
て
、

総
務
大
臣
書
簡
を
経
済
団
体
あ
て
に
、

平
成　

年
２
月
発
出
し
、
従
業
員
及

２７

び
自
営
消
防
組
織
構
成
員
へ
の
入
団

促
進
と
消
防
団
活
動
が
プ
ラ
ス
に
評

価
さ
れ
る
仕
組
み
、
ま
た
、
採
用
時

の
積
極
的
な
評
価
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
各
企
業
に
働
き
か
け
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
鹿
沼
市
で
は
、

入
札
制
度
に
関
し
て
優
遇
措
置
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
事
業

所
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

増増増増増増増増増増増 渕　靖弘 議員

消
防
団
の
あ
り
方
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
消
防
長
）

答　
　

弁
（
市　

長
）
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定例会で人事等が決まりました。

平成２８年第１回

3月定例会の結果

人　事　　　　　　　（敬称略）
■本会議で人事が決まりました。

　　鹿沼市政治倫理審査会委員
田島　二三夫（たじまふみお・宇都宮市豊郷台）
上原　昭夫（うえはらあきお・坂田山）
山崎　晴美（やまざきはるみ・府中町）
渡邉　義正（わたなべよしまさ・見野）
木嶋　孝太（きじまこうた・栄町）
福田八重子（ふくだやえこ・口粟野）
髙田　悦夫（たかだえつお・上日向）

請願・陳情はこんな方法で
　請願･陳情とは、市政全般について議会に実情
の善処を要望することです。
　そのうち議員の紹介があるものは請願になり
ます。
　Ａ４版、署名または記名押印して提出してく
ださい。
※注意事項
①鹿沼市の権限内の事務に限ります。
②要旨や理由は簡潔に記入してください。
③道路・水路等は地図または略図を添付してく
ださい。

件名　○○○○について
要旨　○○○○の△△に関する

××を要望します。
理由　□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□。

平成○年○月○日
鹿沼市議会議長様

請願人代表　
　　鹿沼市○○町○○番地○
         鹿沼　太郎○印

請　願　書

紹介議員

氏　　名

　政治家の倫理を審査するために日本の国会の両院及び地方議
会に置かれる委員会的組織である。

▶用語解説「政治倫理審査会」

特別委員会の設置
　定例会で特別委員会を設置しました。
　委員会が付託された調査事項について、今後検
討していきます。

◇市行政推進調査特別委員会（定数２４人）
船生　哲夫委員長

大貫　武男副委員長

全議員委員

１．総合計画と行財政改革について
２．保健・福祉施策の推進について
３．産業振興施策の推進について
４．環境対策の推進について
５．都市計画施策の推進について
６．教育文化施策の推進について
７．上下水道の整備について

付託調査事項

意見書の提出
　議員案として可決し関係機関に送付しました。

■議員案第２号　森林吸収源対策に係る安定財源
確保及び山村振興対策の推進を求める意見書の
提出について

　森林吸収源対策に係る安定財源確保及び山村振
興法に基づく山村振興対策の推進を図るべく、国
会及び政府に対し意見書を提出し、下記事項を実
現するよう強く要望します。

１　地球温暖化防止対策に不可欠な森林吸収源対
策の推進を図るため、「地球温暖化対策のための
税」の使途に森林吸収源を追加する等、森林整備
推進等のための安定財源を確保すること。

２　地域振興・山村振興に向けて、森林等の保全の
推進並びに山村における産業基盤及び生活環境
の整備の促進を図るとともに、定住を促進する
ため、地域の中小企業における受注機会の増大、
所得の向上に向けた支援、雇用の拡大・改善を行
う企業に対する支援等必要な方策を講じること。
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市長提出議案４１件、議員提出議案２件が提出されました。
議員数２４名、表決参加議員数２３名（議長は表決には加わりません。）

提出議案について

議員の賛否を公表

賛 否 の 分 か れ た 議 案

議案２１　　鹿沼市議会議員の議員報酬および費用弁償等に関
する条例の一部改正

人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、市議会議員の期末
手当の額を引き上げるためのものです。

賛　
　

成

【公明党】荒井正行・鈴木敏雄
【風雲】市田　登・谷中恵子・津久井健吉・増渕靖弘
　　　　赤坂日出男・橋本正男
【経世会】舘野裕昭・小島　実・湯澤英之・関口正一
【民主党】　島田一衛・大貫毅
【無所属市民の会】大島久幸・大貫武男・船生哲夫
【日本共産党】　阿部秀実
【無所属】加藤美智子

反
対

【風雲】鈴木　毅・佐藤　誠
【無所属】石川さやか・鰕原一男

全 議 員 が 賛 成 し た 議 案（ 可 決 ）

可決可決
賛成1

9名

反対  
4名賛成1
9名

反対  
4名

平　

成　
　
　

年　

度　
　

予　

算

２８

議案１　平成２８年度鹿沼市一般会計予算
　（１４ページをご覧ください。）
　
議案２　平成２８年度鹿沼市国民健康保険特別会計予算
　予算総額を１２４億５,９４０万円とします。
　
議案３　平成２８年度鹿沼市公共下水道事業費特別会計

予算
　予算総額を２５億４７０万円とします。
　
議案４　平成２８年度鹿沼市簡易水道事業費特別会計予

算
　予算総額を２億６,２５０万円とします。
　
議案５　平成２８年度鹿沼市公設地方卸売市場事業費特

別会計予算
　予算総額を２,０８０万円とします。
　
議案６　平成２８年度鹿沼市農業集落排水事業費特別会

計予算
　予算総額を２億２,１８０万円とします。
　
議案７　平成２８年度鹿沼市介護保険特別会計予算
　予算総額を７３億９,９８０万円とします。
　
議案８　平成２８年度鹿沼市後期高齢者医療特別会計予

算
　予算総額を９億７,２１０万円とします。
　
議案９　平成２８年度鹿沼市財産区管理会特別会計予算
　予算総額を５８６万円とします。
　

議案１０　平成２８年度鹿沼市水道事業会計予算
　収益的収入及び支出は、収入総額を１４億１,０２９万６千円、支出
総額を１２億３７１万６千円とし、資本的収入及び支出は、収入総
額を５億８,８０９万７千円、支出総額を１１億７,４２２万７千円としま
す。

平
成　

年
度　

補
正
予
算

２７

議案１１　平成２７年度鹿沼市一般会計補正予算（第５号）
　補正額を６億９,４４４万６千円の増とし、予算総額を４６０億３,８４４
万１千円とします。

議案１２　平成２７年度鹿沼市国民健康保険特別会計補正
予算（第３号）

　補正額を５,１８８万円の増とし、予算総額を１３４億９,７９８万２千円
とします。

議案１３　平成２７年度鹿沼市公共下水道事業費特別会計
補正予算（第２号）

　補正額を４,７９３万９千円の減とし、予算総額を２４億７,６１９万７
千円とします。

議案１４　平成２７年度鹿沼市簡易水道事業費特別会計補
正予算（第２号）

　補正額を６４２万９千円の減とし、予算総額を２億６,９３２万２千
円とします。

議案１５　平成２７年度鹿沼市介護保険特別会計補正予算
（第３号）

　補正額を６６２万７千円の増とし、予算総額を７４億８,７４２万７千
円とします。

議案１６　平成２７年度鹿沼市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第３号）

　補正額を４４５万１千円の減とし、予算総額を９億４,２０２万４千
円とします。

議案１７　平成２７年度鹿沼市財産区管理会特別会計補正
予算（第２号）

　補正額を４８４万４千円の減とし、予算総額を１４３万３千円とし
ます。

可決可決
全員が
賛成
全員が
賛成
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計
画
策
定

条

例

の

一

部

改

正

議案１８　辺地に係る総合整備計画の策定
　平成２８年度から平成３３年度までに予定する辺地内の公共的
施設の整備に必要な財源を確保するため、それぞれの辺地に係
る総合整備計画を策定するためのものです。

条
例
制
定

議案１９　鹿沼市消費生活センター条例の制定
　消費者安全法の一部改正に伴い、鹿沼市消費生活センターの
組織及び運営等について定めるためのものです。

議案３３　鹿沼市企業非常勤職員の給与の種類及び基準
に関する条例の制定

　企業職員で常時勤務を要しない者の給与の種類及び基準を
定めるためのものです。

議案２０　鹿沼市人事行政の運営等の状況の公表に関す
る条例及び鹿沼市一般職の職員の給与に関す
る条例の一部改正

　地方公務員法の一部改正に伴い、職員の退職管理及び人事評
価の公表並びに給料表の等級ごとの標準的な職務の内容につ
いて定めるためのものです。

議案２２　鹿沼市特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部改正

　鳥獣被害対策実施隊員、地域おこし協力隊員及び被保護者就
労支援員の報酬の額を定めるためのものです。

議案２３　鹿沼市長等の給与及び旅費に関する条例の一
部改正

　人事院勧告に基づく国家公務員の給与改正に準じ、市長、副
市長及び教育長の期末手当の額を引き上げるためのものです。

議案２４　鹿沼市長等の給与の特例に関する条例の一部
改正

　平成２８年４月から平成２９年３月までの期間、市長、副市長及
び教育長の給料月額について、それぞれ１００分の５に相当する
額を減額するためのものです。

議案２５　鹿沼市一般職の職員の給与に関する条例の一
部改正

　人事院勧告に基づく国家公務員の給与改正に準じ、一般職の
職員の給料表及び勤勉手当の額を引き上げるためのものです。

議案２６　鹿沼市議会議員その他非常勤の職員の公務災
害補償等に関する条例の一部改正

　地方公務員災害補償法施行令の一部改正に伴い、年金たる補
償及び休業補償の対象となる事由について、他の法令による補
償等がある場合における調整率の見直し等を行うためのもの
です。

議案２７　鹿沼市税条例の一部改正
　市民税及び特別土地保有税の減税に係る申請書の記載事項
から、個人番号を削除するためのものです。

議案２８　鹿沼市固定資産評価審査委員会条例の一部改
正

　行政不服審査法の施行に伴い、評価額の不服についての審査
申出に係る手続の見直し等を行うためのものです。

議案２９　基金の設置、管理及び処分に関する条例の一
部改正

　平成２７年度をもって東日本大震災復興推進基金を廃止する
ためのものです。

議案３０　鹿沼市こども医療費助成に関する条例の一部
改正

　こども医療費助成における現物給付の対象を中学校修了前
のこどもまで拡大するためのものです。

議案３１　鹿沼市農業委員会の農地部会等の委員の定数
に関する条例の一部改正

　農業委員会等に関する法律の一部改正に伴い、部会の委員の
定数に関する規定及び引用する同法の条項を整理するための
ものです。

議案３４　鹿沼市火災予防条例の一部改正
　ガスグリドル付こんろの設置に係る火災予防上安全な距離
等を定めるためのものです。
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議案３２　鹿沼市五月ロッジ条例の廃止
　施設の老朽化に伴い、五月ロッジを廃止するためのものです。

人　

事

議案３５～４１　鹿沼市政治倫理審査会委員の委嘱
　（１１ページをご覧ください。）
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議員案１　市行政推進調査特別委員会の設置
　（１１ページをご覧ください。）
　
議員案２　森林吸収減対策に係る安定財源確保及び山

村振興対策の推進を求める意見書
　（１１ページをご覧ください。）



（１４）２０１６　１９１号

鹿沼市や私たちの暮らしに関係することが議会で決定しました！

注目議案の解説

クローズアップ

　３８７億１,０００万円、対前年比７.３パーセント減の「着実型予算」となっています。こど
も医療費助成に係る現物給付対象年齢を中学校修了前までへの拡大、市内中学校への
エアコン設置事業、児童保育施設及び認定こども園の整備支援などを重点的に取り組
むほか、新規事業として、地域おこし協力隊の活動支援、介護保険施設の整備支援な
どに係る経費を計上し、教育、福祉の充実や都市基盤の整備促進を図ります。

～笑顔あふれるやさしいまちづくり～

新年度の予算が決定しました。
■議案第１号　　平成２８年度鹿沼市一般会計予算について

　平成２８年４月１日以降、現物給付対象年齢が小学校就学前から中学校修了前まで拡
大となりました。栃木県内の医療機関等で受診する場合、受給資格者証（ピンクまた
はオレンジ色のカード）と子供の加入している健康保険証を、医療機関等の窓口に提
示することで、保険診療分が無料になります。（※４月１日生まれの人は、１５歳の誕生
月の前日までが対象となります。）

～こども医療費助成制度が変わります。～

現物給付対象年齢が中学校修了前まで拡大しました。
■議案第３０号　鹿沼市こども医療費助成に関する条例の一部改正につい

て

　家庭用ガス燃焼機器のＪＩＳ規格に「ガスグリドル付こんろ」が追加され、鹿沼市
火災予防条例に可燃物等との間に設けるべき火災予防上安全な距離を追加しました。
また、ＩＨ調理器の最大出力入力値を５.８kWh以下に引き上げました。（※当該機器に
係る離隔距離については、鹿沼市火災予防条例の別表第１をご覧ください。）

～火災予防上の安全な距離等を～

ガスグリドル付こんろを追加しました。
■議案第３４号　鹿沼市火災予防条例の一部改正について

　直火によって加熱したプレートによって、主として伝導熱で調
理する機器
主たる調理メニュー・・・魚焼き、肉料理　他

▶用語解説「グリドル付こんろ」
　直火によって主として放射熱で調理する機器
主たる調理メニュー・・・魚焼き

▶用語解説「グリル付こんろ」



（１５） ２０１６　１９１号

委員会等の活動報告

　約２年間にわたり実施してきた鹿沼市環境クリーンセン
ターの大規模改修工事が完了し、平成２８年３月１７日に開催さ
れた完成内覧会に出席しました。この工事によって発電設備
や省エネ機器が設置され、環境に配慮した施設に生まれ変
わったことを担当職員から説明を受けました。
～主な工事の内容～
１．３つの焼却炉を２つに改良し、最新機器を導入。
２．ごみから電気をつくるため新たなボイラ、小型発電機を
設置。

３．排ガス処理機器形式を変更し、大気汚染物質の排出を抑
制。

４．２４時間連続運転に変更し、焼却炉の起動停止燃料を削減。
５．発電、燃料使用量削減、高効率機器の採用により、CO2
排出量を２０％以上削減。

環境クリーンセンター基幹的設備改良工事内覧会 議会改革調査特別委員会の中間報告

　毎年、全国各地の地方議員が、調査・研究のために鹿沼市を訪れています。
　鹿沼市議会では、本市の特色ある施策や施設を全国に向け発信する貴重な機会ととらえ、積極的に行政視察の受け入れを
行っています。平成２７年度は１０市町の議会議員を鹿沼市にお迎えしました。

全国から行政視察を受け入れています。

　鹿沼市議会において、監査委員の議案質疑・一般質問は慣
例により控えてきた経緯があります。監査委員である議員が
質問等を行う際の指針について協議しましたので、その結果
を議長に宛てて中間報告しました。

１　監査委員の質問について　
　監査委員である議員が質問をする際は、自己の責任におい
て、地方自治法第１９８条の３第２項に規定する「秘密」に該
当する事項及び、鹿沼市情報公開条例の非開示事項に該当す
る事項には細心の注意を払うとともに、監査委員としての職
務を円滑に行うための努力をするものとする。

視察目的団体

ごみ焼却処理施設の長寿命化につい
て佐賀県唐津市

結婚対策事業の取り組みについて富山県高岡地区広域圏事務組合議会

まちの駅「新・鹿沼宿」について佐賀県唐津市

まちの駅「新・鹿沼宿」について埼玉県吉川市

消防団充実強化ビジョンについて愛知県江南市

建築確認・開発許可事務について長崎県諫早市

バイオマス発電事業について愛知県知立市

まちの駅「新・鹿沼宿」について千葉県君津市

麻作りについて徳島県吉野川市

まちの駅「新・鹿沼宿」について
鹿沼ウッドインフィルについて三重県菰野町

議員、随行併せて７３名の受け入れを
しました。



議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 この議会広報誌は３１,０００部作成し、１部当たり約１4.9円です。gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp
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議会からの お 知 ら せ

NEWS & INFORMATION

麻の栽培復活を目指して来鹿
　徳島県吉野川市議会より８名の行政視
察を受け入れました。吉野川市はかつて
「麻植郡（おえぐん）」と呼ばれ、皇室
に麻布を献上したこともあり麻の生産と
ゆかりの深い地域でした。吉野川市では
市版総合戦略の素案に麻農業の振興を加
え、途絶えてしまった麻の栽培復活を目
指しています。当日は永野コミュニティ
センターを会場に、あさ振興協議会、栃
木県上都賀農業振興事務所、市農政課の
方々を招いて、視察研修を実施しました。
鹿沼市の麻づくりの歴史、栽培から加工
に至る工程、無毒麻「とちぎしろ」の品
種育成、種子の供給体制等の説明を受け
た後、協議会会長のご自宅で実際に使用
している農具等を見せていただきました。

議会カレンダー　～議会を傍聴しませんか～　

6/27 28 29 30 7/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

6月
月 火 水 木 金 土 日

7月

10：00
議会運営委員会

10：00
本会議（第1日）
提出議案の説明

10：00
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問

10：00
本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

10：00
文教民生常任委員会
建設水道常任委員会

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第5日）
採決

10：00
総務常任委員会
環境経済常任委員会

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページまた
は議会事務局までお問い合わせください。（電話６３－２２０３）

表紙の写真は
　横根高原は前日光県立自然公園内に位
置し、その一部である井戸湿原は、多く
の種類の高山植物が生育する花の宝庫で
す。横根山及び井戸湿原を中心としたハ
イキングコースでは四季折々の植物に出
会うことができ、春から秋にかけてすば
らしい景観が楽しめます。晴れた日には、
象の鼻展望台から関東平野が一望できま
す。
（画像提供：鹿沼市観光交流課）

本会議の動画配信をしています。
　動画配信サイトＹＯＵＴＵＢＥで本会
議の映像を録画配信しています。鹿沼市
ホームページの「市議会」バナーより入
り、ご覧になりたい内容をクリックして
ください。


